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語文97(2011・ 12大阪大学国語国文学会)

延
慶
本

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
二
位
殿

。
平
時
子

―
―
苦
悩
の
様
相
と
平
家

一
門
の
後
世
救
済
に
対
す
る
役
割
―
―

一
　
は
じ
め
に

『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
、
平
時
子

（以
下
、
コ
一位
殿
し

は
、
夫
平
清

盛
の
出
世
、
娘
建
礼
門
院
の
后
位
、
さ
ら
に
孫
安
徳
帝
の
即
位
に
よ

っ
て
、

繁
栄
を
得
て
恵
ま
れ
て
い
る
女
性
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
物

語
は
栄
華
を
極
め
た
様
子
よ
り
、
平
家
の
没
落
に
立
ち
向
か
う
二
位
殿
の
姿

を
重
視
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
延
慶
本
を
中
心
に
、
三
位
殿
の
苦
悩
の
様

相
を
検
討
し
、
さ
ら
に
苦
悩
の
克
服
と
し
て
、
平
家

一
門
の
後
世
救
済
に
対

す
る
役
割
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二
位
殿
の
苦
悩
に
関
し
て
、
趙
文
珠
氏
は

『
玉
葉
』
な
ど
の
記
録
に
よ
る

二
位
殿
の
実
像
を
踏
ま
え
、
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
清
盛
の
病
死
の
場
面

と
、
三
種
の
神
器
を
子
重
衡
と
引
き
換
え
る
場
面
と
、
安
徳
帝
の
入
水
の
場

面
に
着
目
じ
、
彼
女
の
態
度
と
心
情
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。　
一
方
、
鷹
尾

純
氏
は
、
右
に
挙
げ
た
三

つ
の
場
面
な
ど
か
ら
、
二
位
殿
の
造
型
を

「
家
庭

人
と
し
て
の
立
場
と

一
門
の
指
導
者
と
し
て
の
立
場
が

一
体
化
し
た
。
」
と

ル
ー
ン
ピ
ロ
ム
ｏ
カ
ナ
パ
ッ
ト

解
釈
じ
、
さ
ら
に
、
安
徳
帝
を
抱

い
て
入
水
を
す
る
二
位
殿

の
態
度
を
、

「
や
や

一
門
の
指
導
者
の
側
に
寄

っ
た
投
影
な
の
で
あ
る
。
」
と
捉
え
た
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
二
位
殿
の
苦
悩
の
様
相
、
特
に
滅
亡
の
場
面

に
お
け
る
二
位
殿
の
言
動
を
考
察
す
る
際
に
、
彼
女
の
言
動
は
ど
の
立
場
か

ら
の
も
の
な
の
か
、
そ
も
そ
も
彼
女
の
造
型
に
平
家
の
指
導
者
的
な
立
場
が

存
在
し
て
い
る
の
か
等
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま

ず
平
家
に
お
け
る
二
位
殿
の
指
導
者
的
な
立
場
を
、
第
二
節
に
お
い
て
確
認

す
る
。
そ
の
上
で
、
第
三
節
に
お
い
て
二
位
殿
の
立
場
を
見
な
が
ら
、
苦
悩

の
様
相
を
考
察
す
る
。

二
位
殿
の
苦
悩
の
克
服
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
注
目
し
た
い
の
が
、
二
位

殿
が
安
徳
帝
を
抱
い
て
入
水
し
た
出
来
事
を
、
建
礼
門
院
が
後
白
河
法
皇
と

対
面
し
た
際
に
語

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
建
礼
門
院
の
回
想
の
中
で
、
は

じ
め
て
平
家

一
門
の
後
世
救
済
を
す
る
よ
う
に
と
い
う
二
位
殿
の
遺
言
が
語

ら
れ
て
い
る
。
諸
本
の
中
で
二
位
殿
の
遺
言
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
延
慶

本
と
覚

一
本
の
み
で
あ
る
。
両
本
は
二
位
殿
が
平
家

一
門
の
鎮
魂
救
済
を
建



礼
門
院
に
託
す
る
こ
と
を
描
き
出
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
平
家

一
門
の
後
世

救
済
に
対
す
る
二
位
殿
の
役
割
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
遺
言
の
他
に
、

入
水
の
場
面
お
よ
び
、
法
皇
と
対
面
す
る
場
面
に
お
け
る
、
平
家

一
門
の
滅

亡
を

一
連
の
悪
行

へ
の
応
報
と
捉
え
る
認
識

（以
下
、
「応
報
観
し

に
注
目

し
た
い
。
覚

一
本
で
は
、
「
応
報
観
」
は
二
位
殿
の
認
識
と
し
て
建
礼
門
院

の
口
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
延
慶
本
で
は
、
二
位
殿
で
は
な
く
、

建
礼
門
院
自
身
の
認
識
と
し
て
直
接
語
ら
れ
て
い
る
。
延
慶
本
に
お
い
て
は
、

二
位
殿
の
認
識
と
し
て
語

っ
た
覚

一
本
と
異
な
り
、
建
礼
門
院
の
発
言
と
し

て
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
疑
間
が
浮
上

す
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
第
四
節
に
お
い
て
苦
悩
の
克
服
と
し

て
、
二
位
殿
の
遺
言
及
び

「応
報
観
」
と
、
平
家
の
鎮
魂
救
済
と
の
関
わ
り

を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

一
一　
平
家
に
お
け
る
二
位
殿
の
立
場

本
節
で
は
、
延
慶
本
の
都
落
ち
の
周
辺
記
事
を
通
し
て
、
清
盛
の
死
後
、

平
家
に
お
け
る
二
位
殿
の
立
場
を
考
察
す
る
。
清
盛
の
死
後
、
二
位
殿
の
長

男
た
る
宗
盛
は
平
家
の
棟
梁
を
継
い
だ
。
し
か
し
、
平
家
に
背
く
者
が
続
出

し
、
又
、
木
曽
義
仲
の
攻
撃
に
よ

っ
て
倶
利
伽
羅
合
戦
と
篠
原
合
戦
で
敗
れ
、

平
家
の
勢
力
は
弱
体
化
し
た
。
さ
ら
に
、
宗
盛
は
義
仲
が
都
に
攻
め
上
る
噂

を
聞
く
と
、
都
落
ち
を
決
意
し
た
。
延
慶
本
で
は
、
都
落
ち
し
た
平
家
が
旧

都
福
原
に

一
泊
す
る
場
面
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

二
位
殿
モ
大
臣
殿
モ
一
所
二
差
ツ
ド
ヒ
テ
、
サ
テ
モ
イ
ゾ
ク
ニ
カ
落
付

セ
給
ベ
キ
。
故
入
道
相
国
ノ
、
力
ヽ
ル
ベ
カ
リ
ケ
ル
事
ヲ
兼
テ
被
覚
ケ

ル
ニ
ヤ
、
此
所
ヲ
シ
メ
テ
家
ヲ
立
、
船
ヲ
造
置
レ
タ
リ
ケ
ル
事
ノ
哀
サ

ヨ
。

コ
シ
方
向
後
ノ
事
共
宣
カ
ヨ
ワ
シ
テ
、
互

二
涙
ヲ
流
給
ケ
ル
程

二
、

夜
モ
ホ
ノ
´
ヽ
ト
ァ
ヶ

ニ
ケ
リ
。

〔第
三
末
　
「
平
家
福
原
仁

一
夜
宿
事
付
経
盛
ノ
事
」
九
五
―
九
六
頁
〕

平
家
は
福
原
に
到
着
し
、
清
盛
の
墓
に
詣
で
て

一
泊
し
た
。
傍
線
部
の
よ

う
に
、
宗
盛
と
二
位
殿
は
平
家
の
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
、
亡
き
清

盛
が
か
ね
て
か
ら
こ
の
よ
う
な
事
が
起
き
る
だ
ろ
う
と
、
福
原
に
家
を
建
て
、

船
を
造

っ
て
お
い
た
と
述
べ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
宗
盛
と
と
も
に

一
門
の
今

後
を
考
え
る
二
位
殿
の
態
度
が
窺
わ
れ
る
。

西
国

へ
出
発
す
る
前
に
、
平
家
は
自
ら
の
跡
を
源
氏
の
軍
兵
に
見
付
か
ら

な
い
た
め
に
、
福
原
に
火
を
か
け
た
。
そ
の
後
、
船
上
で
宗
盛
は
諸
将
を
呼

び
、
演
説
を
行

っ
た
。
宗
盛
が
演
説
を
し
た
姿
と
、
そ
の
演
説
を
聞
い
た
諸

将
の
反
応
は
、
次
の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

肥
後
守
貞
能
、
飛
騨
守
景
家
以
下
ノ
侍
共
ヲ
召
集
テ
、
①
コ
団
則

ノ、‐
劇

二
、
大
臣
殿

ハ
屋
形

ノ
上

ニ
テ
、
泣
々
宣

ケ
ル
事

コ
ソ
哀

レ
ナ
レ
。

「
積
善
ノ
余
慶
家

二
尽
キ
、
積
悪

ノ
余
狭
身

二
及
故

二
、
神

ニ
モ
放

レ

奉
り
、
君

ニ
モ
ス
テ
ラ
レ
奉
テ
、
帝
都
ヲ
迷
出
、
客
路

二
漂
ル
上

ハ
、

今

ハ
何
ノ
憑
カ
ア
ル
ベ
キ
ナ
レ
ド
モ
、　
一
樹
ノ
影

二
宿
ル
モ
前
世
ノ
契

也
、　
一
河
ノ
流
ヲ
渡
モ
多
生
ノ
縁
猶
深
シ
。
何
況
汝
等

ハ
、　
一
旦
従
付

ノ
門
客

ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
累
祖
相
伝
ノ
家
人
也
。
或

ハ
近
親
ノ
好
、
仕

ニ

異
ナ
ル
末
モ
有
。
或

ハ
重
代
ノ
芳
恩

コ
レ
深
キ
者
モ
有
。
家
門
繁
昌
ノ

昔

ハ
、
恩
潤

二
依
テ
私

ヲ
顧
キ
。
楽
ミ
尽
キ
悲
ミ
来
ル
。
今
何
ゾ
思
慮

ヲ
ハ
ゲ

マ
シ
テ
ス
ク
ハ
ザ
ラ
ム
ヤ
。
其
上
、
十
善
帝
王
、
三
種
ノ
神
器



ヲ
御
身

二
随

ヘ
テ
オ
ワ
シ
マ
ス
。
天
照
大
神
モ
吾
君
ヲ
コ
ソ
守

ハ
グ

ヽ

ミ
給
ラ
メ
。
思

ヘ
バ
宿
運
ツ
ヨ
キ
我
等
也
。
速

二
合
戦
ノ
忠

ヲ
励
シ
テ
、

逆
徒
ヲ
討
取
テ
、
徳

ハ
昔

二
越
、
名

ハ
後
代

二
留
ム
ト
思
心
ヲ

一
二
シ

テ
、
野
末
山
末
ナ
リ
ト
モ
、
君
ノ
落
留
ラ
セ
給

ワ
ム
所

へ
送
奉
ル
ベ
シ
。

火

ノ
中

へ
入
、
水

ノ
底

二
沈
ト
モ
、
今

ハ
限

ノ
御
有
様

二
見
成
奉
ベ

キ
」

ヨ
シ
宣
ケ
レ
バ
、
三
百
余
人
御
前

二
列
居
タ
ル
者
共
、
老
タ
ル
モ

若
モ
、
皆
涙

ヲ
流
シ
袖

ヲ
シ
ボ
リ
テ
申
ケ
ル
ハ
、
「
心

ハ
恩
ノ
為

二
仕

・

ワ
レ
、
命

ハ
義

二
依
テ
カ
ロ
ケ
レ
バ
、
命
ヲ
バ
速

二
相
伝
ノ
君

二
献
リ

テ
、
二
心
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
（中
略
）
設
日
本
国
ノ
外
ナ
ル
新
羅
壺
麗

ナ
リ
ト
モ
、
雲
ノ
ハ
テ
海
ノ
ハ
テ
ナ
リ
ト
モ
、
ヲ
ク
レ
奉
ベ
カ
ラ
ズ
」

卜
、
異
口
同
音

二
申
ケ
レ
バ
、
ｐ
弄
坪
撃
モ
大
南
面
〓
、
悦
■
シ
ケ
テ

モ
涙

二
咽
テ
出
給

フ
。

〔第
三
末
　
「平
家
福
原
仁

一
夜
宿
事
付
経
盛
ノ
事
」
九
七
‐
九
八
頁
〕

宗
盛
は
代
々
平
家
よ
り
受
け
た
恩
恵
を
述
べ
、
忠
義
を
尽
く
し
て
安
徳
帝

を
護
持
す
る
よ
う
に
と
、
諸
将

へ
促
し
た
。
宗
盛
の
演
説
に
対
し
て
、
諸
将

は
二
心
な
く
奉
公
す
る
と
誓

っ
た
。
宗
盛
が
演
説
を
行

っ
た
こ
と
と
、
宗
盛

と
運
命
を
と
も
に
す
る
平
家
の
人
た
ち
の
態
度
を
見
る
と
、
宗
盛
は
平
家
の

代
表
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。　
一
方
、
二
位
殿
は

演
説
を
行

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
彼
女
に
平
家
の
指
導
者
と
し
て
の
立
場
は

見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
鈴
木
啓
子
氏
は
、
①
傍
線
部
、
宗
盛
が
演
説
を

行

っ
た
際
に
、
二
位
殿
が
共
に
い
る
こ
と
と
、
②
傍
線
部
、
宗
盛
と
と
も
に

諸
将
の
言
葉
を
聞
い
て
喜
ん
だ
描
写
に
着
目
じ
、
コ
一位
殿
は
こ
こ
で
、
宗

盛
が
率
い
る
平
家
を
象
徴
的
に
支
え
る
役
割
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
」
と
論
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
延
慶
本
で
は
、
二
位
殿
は
、
宗
盛
の
よ
う
に
平
家
の
指

導
者
的
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
な
い
が
、
平
家
を
見
守
り
、
平
家
の
精
神
的

な
支
柱
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。

〓
一　
苦
悩
の
様
相

前
節
で
は
、
清
盛
の
死
後
、
家
を
見
守
る
存
在
と
し
て
の
二
位
殿
の
立
場

を
見
て
き
た
。
本
節
で
は
、
そ
の
よ
う
な
二
位
殿
の
立
場
を
考
慮
し

つ
つ
、

清
盛
の
病
死
か
ら
平
家
の
滅
亡
ま
で
の
記
述
を
中
心
に
、
彼
女
の
苦
悩
の
様

相
を
検
討
す
る
。
こ
の
問
題
点
を
論
ず
る
に
あ
た

っ
て
は
、
苦
悩
の
原
因
と

し
て
、
血
縁
関
係
を
持

つ
者
に
よ
る
苦
悩
及
び
、
平
家

一
門
の
滅
亡
に
よ
る

苦
悩
に
分
け
、
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

一二
。
一　
血
縁

ま
ず
、
夫
清
盛
の
病
死
の
場
面
を
検
討
す
る
。
清
盛
は
熱
病
に
倒
れ
、
高

熱
に
苦
し
む
状
態
に
な

っ
て
い
る
。
二
位
殿
を
は
じ
め
、
平
家
の
人
た
ち
は

甲
胃
、
金
銀
な
ど
を
神
社
に
奉
納
し
、
清
盛
の
病
気
全
快
を
祈

っ
た
が
、
効

験
は
な
か

っ
た
。
臨
終
に
際
し
て
、
二
位
殿
が
清
盛
の
遺
言
を
聞
い
た
記
述

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

潤
二
月
二
日
、
二
位
殿

ア
ツ
サ
難
堪

一ケ
レ
ド
モ
、
屏
風
ヲ
隔
、
枕
近

ク
居
寄
テ
、
泣
々
宣
ケ
ル
ハ
、
「
御
病
日
々
二
重
ナ
リ
テ
、
侍
ミ
少
ク

見

へ
給

フ
。
御
祈

ニ
フ
イ
テ
ハ
、
心
ノ
及
ブ
程

ハ
尽
シ
候

ツ
レ
ド
モ
、

其
験
ナ
シ
。
今

ハ
只

一
ス
ヂ
ニ
後
生

ノ
事
ヲ
願
ヒ
給

へ
。
又
オ
ボ
シ
ヲ



ク
事
ア
ラ
バ
、
宣
置
キ
給

へ
」
卜
被
申
ケ
レ
バ
、
入
道
ク
ル
シ
ゲ
ナ
ル

コ
ヘ
ニ
テ
、
息
下

二
宣
ケ
ル
ハ
、
「
我
平
治
元
年

ヨ
リ
以
来
、
天
下

ヲ

足
ノ
下

ニ
ナ
ビ
カ
シ
テ
、
自
ラ
傾
ト
セ
シ
者
ヲ
バ
、
時
日
ヲ
廻
ラ
サ
ズ
、

忽

二
滅
シ
ニ
キ
。
帝
祖
大
政
大
臣
イ
タ
リ
テ
、
栄
花
既

二
子
孫

二
及
ベ

リ
。　
一
人
ト
シ
テ
背
者
ナ
カ
リ
シ
カ
バ
、　
一
天
四
海

二
肩
ヲ
並
ル
人
ヤ

有
シ
。
サ
レ
ド
モ
死
卜
云
事
、
人
毎

二
有
ヲ
ヤ
。
我

一
人
ガ

コ
ト
ナ
ラ

バ
コ
ソ
始
テ
驚
メ
。
但
最
後

二
安
カ
ラ
ズ
思
置
事
ア
リ
。
流
人
頼
朝
ガ

首
ヲ
ミ
ザ
リ
ツ
ル
事

コ
ソ
ロ
惜
ケ
レ
。
死
出
山
ヲ
安
ク
越
ベ
シ
ト
モ
不

覚

一。
入
道
死
テ
後
、
報
恩
追
善
ノ
営
努
々
々
不
可
有

。
相
構
テ
頼
朝

ガ
首

ヲ
切
テ
、
我
墓
ノ
上

二
懸

ヨ
。
其

ヲ
ゾ
草
ノ
影

ニ
テ
モ
、
悦
ク
ハ

思
ワ
ム
ズ
ル
。
子
息
、
侍

ハ
深
ク
此
ノ
旨
ヲ
存
テ
、
頼
朝
追
討
ノ
志

ヲ

先
ト
ス
ベ
シ
。
仏
経
供
養
之
沙
汰

二
不
可
及
こ

ト
ゾ
遺
言
シ
給
ケ
ル
。

大
将

ヨ
リ
始
テ
、
御
子
孫
共

マ
デ
、
並
居
テ
聞
給
ケ
リ
。
イ
ト
ヾ
罪
深

ク
怖
ク
ゾ
覚
ル
。

〔第
二
本

「
大
政
入
道
他
界
事
付
様
々
ノ
怪
異
共
有
事
」
六
〇
七
―
六
〇
八

頁
〕点
線
部
の
よ
う
に
、
二
位
殿
は
清
盛
の
枕
元
に
近
寄
り
、
後
世
救
済
を

一

心
に
願
う
よ
う
に
と
勧
め
、
遺
言
を
聞
い
た
。
清
盛
は
自
ら
が
築
い
て
き
た

平
家
の
繁
栄
を
語
り
、
さ
ら
に
傍
線
部
の
よ
う
に
、
追
善
供
養
を
せ
ず
、
頼

朝
の
首
を
墓
前
に
供
え
る
よ
う
に
と
い
う
遺
言
を
残
し
た
。
清
盛
の
死
後
、

清
盛
に
仕
え
た
女
房
は
大
仏
を
焼
失
し
た
罪
の
た
め
に
、
無
間
地
獄
の
使
者

が
清
盛
を
連
れ
て
行
く
と
い
う
夢
を
見
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
清

盛
の
罪
業
の
深
さ
を
強
調
す
る
意
味
を
持

つ
も
の
だ
ろ
う
。

清
盛
の
熱
病
に
よ

っ
て
三
位
殿
が
苦
悩
し
た
こ
と
は
、
彼
女
が
嘆
く
姿
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
を
全
体
的
に
見
れ
ば
分
か
る
よ

う
に
、
物
語
は
悲
し
み
よ
り
、
棟
梁
と
し
て
の
清
盛
の
深
い
罪
に
重
点
を
置

（
６
）

い
て
い
る
。
趙
氏
は
二
位
殿
の
進
言
に
着
目
し
、
「清
盛
に
仏
教
帰
依
を
進

め
て
い
る
時
子
の
描
写
は
、
〈仏
経
供
養
乃
沙
汰
不
可
及
と

と
い
う
清
盛
の

答
え
を
導
く
た
め
の
処
置
だ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
」
と
解
釈
し

て
い
る
。

よ

っ
て
、
二
位
殿
が
仏
教
帰
依
を
勧
め
、
そ
れ
に
対
し
て
清
盛
が
後
世
救
済

を
拒
否
す
る
設
定
に
は
、
妻
と
し
て
の
二
位
殿
の
役
割
を
通
じ
て
、
清
盛
の

深
い
罪
を
示
す
物
語
の
意
図
が
見
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
波
線
部
の
よ
う
に
、

大
将
や
子
孫
の
態
度
が
描
写
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
清
盛
の
罪
業

の
深
さ
を

一
族
が
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
捉
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
清
盛
の
深
い
罪
は
二
位
殿
と
の
対
話
に
よ

っ
て
引
き
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
位
殿
の
存
在
を
清
盛
、
ま
た
平
家
の
罪

を
示
す
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
物
語
の
意
図
が
窺
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、

平
家
滅
亡
の
際
、
そ
れ
を

「応
報
観
」
に
よ

っ
て
受
け
止
め
る
問
題
点
に
つ

い
て
は
平
家
の
滅
亡
の
記
述
で
後
述
す
る
。

恩
愛
に
よ
る
二
位
殿
の
苦
悩
は
、
夫
婦
の
間
以
外
に
、
子
重
衡
の
助
命
が

で
き
な
い
記
述
に
も
見
ら
れ
る
。
清
盛
の
死
後
、
都
落
ち
し
た
平
家
軍
は
、

一
谷
合
戦

で
完
敗
し
、
平
家

の
人
々
は
屋
島

へ
敗
走
し
、
重
衡
が
捕
虜
と

な

っ
た
。
そ
の
後
、
重
衡
を
三
種
の
神
器
と
交
換
せ
よ
、
と
い
う
院
宣
が
平

家
に
送
ら
れ
た
。
二
位
殿
は
重
衡
の
手
紙
に
嘆
き
、
子
の
助
命
の
た
め
に
、

一
門
に
対
し
神
器
の
返
還
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
安
徳
帝
の
立
場
を
維
持
す

る
唯

一
の
も
の
は
神
器
で
あ
る
ゆ
え
に
、
神
器
の
返
還
と
い
う
二
位
殿
の
願



い
は
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
子
の
助
命
を
断
ら
れ
た
二
位
殿
は
、
次
の
よ

う
に
心
境
を
打
ち
明
け
た
。

二
位
殿
又
宣
ケ
ル
ハ
、
「故
入
道

二
後

レ
テ
、
片
時
命
生
テ
有
ベ
シ
ト

モ
思

ハ
ザ
リ
シ
カ
ド
モ
、
主
上
カ
ク
イ
ツ
ト
ナ
ク
旅
立
セ
給
タ
ル
心
苦

サ
ト
、
又
君
達
ヲ
モ
世

ニ
ア
ラ
セ
バ
ヤ
ト
思
志

ノ
深
サ
ニ
コ
ソ
、
今

マ

デ
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
モ
有

ツ
レ
。
中
将

一
谷

ニ
テ
生
取

ニ
セ
ラ
レ
ヌ
ト
聞
シ

ヨ
リ
、
肝
神
モ
身

ニ
ソ
ワ
ズ
。
イ
カ
カ

ニ
シ
テ
此
世

ニ
テ
今

一
度
相
見

ル
ベ
カ
ル
ラ
ム
ト
思

ヘ
ド
モ
、
夢

ニ
ダ

ニ
モ
見

ヘ
ネ
バ
、
イ
ト
ヾ
胸
セ

キ
ア
ゲ
テ
、
湯
水

ヲ
モ
喉

へ
入
ラ
レ
ズ
。
此
文

ヲ
見
テ
後

ハ
弥
思
遣
ル

方
モ
ナ
シ
。
中
将
世

ニ
ナ
キ
事
卜
聞
バ
、
我
モ
同
道

二
消
ナ
ム
ズ
レ
バ
、

再
物
ヲ
思
ワ
ヌ
先

二
、
只
我
ヲ
先

二
失
ヒ
給

へ
」
卜
、

ヲ
メ
キ
叫
バ
レ

ケ
レ
バ
、
ゲ

ニ
モ
サ
コ
ソ
思
給
ラ
メ
ト
哀

二
覚

ヘ
テ
、
人
々
モ
涙
ヲ
流

シ
テ
、
各

フ
シ
ロ

ニ
ナ
ラ
レ
ケ
レ
バ
、
涙
ヲ
ヲ
サ
含
ア
立
給
ヌ
。

〔第
五
末
　
「
重
衡
卿
賜
院
宣
西
国

へ
使
ヲ
被
下
事
」
三
〇
〇
頁
〕

夫
を
亡
く
し
、
又
、
子
の
助
命
の
た
め
に
何
も
出
来
な
い
二
位
殿
の
悲
し

み
が
、
右
に
挙
げ
た
本
文
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は

傍
線
部
、
安
徳
帝
の
将
来
を
心
配
し
、
宗
盛
た
ち
を
も
う

一
度
繁
栄
さ
せ
た

い
と
思
う
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
生
き
な
が
ら
え
て
き
た
と
い
う
二
位
殿
の
告

自
で
あ
る
。
清
盛
の
死
後
、
平
家
の
人
々
を
見
守
り
、
支
え
よ
う
と
す
る
、

後
家
と
し
て
の
二
位
殿
の
姿
勢
は
、
そ
の
告
白
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
彼
女
は
子
の
助
命
の
た
め
に
、
平
家
の
立
場
を
維
持
す
る
内
侍
所
を

手
放
す
決
意
を
し
た
。
物
語
が
設
定
し
た
平
家

へ
の
責
任
と
、
親
子
恩
愛
と

の
間
の
葛
藤
に
は
、
母
と
し
て
の
苦
悩
と
と
も
に
、
平
家
の
立
場
よ
り
親
子

の
恩
愛
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
二
位
殿
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。以

上
の
場
面
か
ら
、
悲
歎
に
暮
れ
る
妻
母
と
し
て
の
二
位
殿
の
苦
悩
が
端

的
に
表
さ
れ
て
い
る
。
又
、
親
子
の
深
い
恩
愛
に
よ

っ
て
、
平
家
の
立
場
を

見
守
ろ
う
と
す
る
立
場
は
、
大
き
く
動
揺
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
平
家
の
滅
亡
に
際
し
て
、
彼
女
の
態
度
は
ど
の
よ
う
に
変
貌
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

〓
Ｔ

一
一　
平
家

一
門

源
義
経
が
法
皇
の
御
所
に
多
り
、
平
家
追
討
の
こ
と
を
奏
聞
し
た
。　
一
方
、

平
家
は
屋
島
で
漂
泊
の
生
活
を
送
り
、
三
年
目
に
な

っ
た
。
関
東
か
ら
源
氏

の
軍
兵
が
屋
島

へ
攻
め
て
く
る
噂
を
聞
い
た
二
位
殿
や
建
礼
門
院
の
姿
は
、

次
の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

東
国
ノ
軍
兵
来
卜
聞

ヘ
ケ
レ
バ
、
又
イ
カ
ヾ
有
ム
ズ
ラ
ン
ト
テ
、
国
母

ヲ
奉
始
ヽ
北
政
所
、
女
房
達
、
賎
キ
シ
ヅ
ノ
メ
シ
ゾ
ノ
ヲ
ニ
至

マ
デ
、

頭
ラ
指

ツ
ド
ヒ
テ
、
只
泣

ヨ
リ
外
ノ
事
ゾ
ナ
キ
。

〔第
六
本
　
「判
官
為
平
家
追
討
西
国

へ
下
事
」
三
六
八
頁
〕

右
の
よ
う
に
、
源
氏
の
攻
勢
に
怯
え
、
平
家
の
状
況
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
二
位
殿
の
心
境
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
家
の
滅
亡
の
象
徴
と

言
え
る
壇
ノ
浦
合
戦
の
場
面
で
は
、
以
前
の
恐
怖
、
あ
る
い
は
不
安
は
も
う

見
ら
れ
な
い
。
滅
亡
に
際
し
て
、
二
位
殿
の
態
度
は
次
の
よ
う
に
描
き
出
さ

れ
て
い
る
。



二
位
殿

ハ
今

ハ
カ
ウ
ト
思

ワ
レ
ケ
レ
バ
、
ネ
リ
バ
カ
マ
ノ
ソ
至
局
挟
ミ

テ
、
先
帝
ヲ
負
奉
り
、
帯

ニ
テ
我
御
身

二
結
合
奉
テ
、
宝
剣
ヲ
バ
腰

ニ

サ
シ
、
神
璽
ヲ
バ
脇

ニ
ハ
サ
ミ
テ
、
鈍
色
ノ
ニ
衣
打
カ
ヅ
キ
テ
、
今

ハ

限
ノ
船
バ
タ
ニ
ゾ
臨

マ
セ
給
ケ
ル
。
先
帝
今
年

ハ
八

二
成
セ
給
ケ
ル
ガ
、

折
シ
モ
其
日
ハ
山
鳩
色
ノ
御
衣

ヲ
知
召
タ
リ
ケ
レ
バ
、
海
ノ
上

ヲ
照
シ

テ
ミ
ヘ
サ
セ
給
ケ
リ
。
御
年
ノ
程

ヨ
リ
モ
ネ
ビ
サ
セ
給
テ
、
御
顔
ウ
ツ

ク
シ
ク
、
黒
ク

ユ
ラ
／
ヽ

ト
シ
テ
、
御
肩

ニ
ス
ギ
テ
、
御
背

ニ
フ
サ

／
ヽ
ト
カ

ヽ
ラ
セ
玉

ヘ
リ
。
二
位
殿
カ
ク
シ
タ

ヽ
メ
テ
、
船
バ
タ
ニ
臨

マ
レ
ケ
レ
バ
、

ア
キ
レ
タ
ル
御
気
色

ニ
テ
、
「此

ハ
イ
ヅ
チ
ヘ
行
ム
ズ

ル
ゾ
」
卜
仰
有
ケ
レ
バ
、
「
君

ハ
知
食
サ
ズ
ヤ
、
械
土

ハ
心
憂
所

ニ
テ
、

夷
共
ガ
御
舟

へ
矢
ヲ
進
ラ
セ
候
ト
キ

ニ
、
極
楽
ト
テ
、

ヨ
ニ
ロ
出
キ
所

へ
具
シ
進
セ
候
ゾ

ヨ
」
ト
テ
、
王
城
ノ
方
ヲ
伏
拝
給
テ
、
ク
ダ
カ
レ
ケ

ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
。
「南
無
帰
命
頂
礼
天
照
大
神
正
八
幡
宮
、
確

二
聞
食

セ
。
吾
君
十
善
ノ
戒
行
限
り
御
坐
セ
バ
、
我
国
ノ
主
卜
生
サ
セ
給
タ
レ

ド
モ
、
未
幼
ク
オ
ワ
シ
マ
セ
バ
、
善
悪
ノ
政

ヲ
行
給
ワ
ズ
。
何
ノ
御
罪

二
依
テ
カ
百
王
鎮
護
ノ
御
誓

二
漏
サ
セ
給
ベ
キ
。
今
力

ヽ
ル
御
事

二
成

セ
給
ヌ
ル
事
、
併
ラ
我
等
ガ
累
葉

一
門
、
万
人

ヲ
軽
シ
メ
朝
家
ヲ
忽
緒

シ
奉
、
雅
意

二
任
テ
自
昇
進

二
騎
シ
故
也
。
願

ハ
今
生
世
俗
ノ
垂
述
三

摩
耶
ノ
神
明
達
、
賞
罰
新

ニ
オ
ワ
シ
マ
サ
バ
、
設
今
世

ニ
ハ
此
誡

二
沈

ム
ト
モ
、
来
世

ニ
ハ
大
日
遍
照
弥
陥
如
来
、
大
悲
方
便
廻
シ
テ
必
ズ
引

接
シ
玉

へ
。
今
ゾ
シ
ル
ミ
モ
ス
ソ
川
ノ
流

ニ
ハ
浪
ノ
下

ニ
モ
都
ア
リ
ト

ハ
」
卜
詠
ジ
給
テ
、
最
後
ノ
十
念
唱

ツ
ヽ
、
波
ノ
底

ヘ
ゾ
被
入
・ケ
ル
。

〔第
六
本
　
「壇
浦
合
戦
事
付
平
家
滅
事
」
四
〇

一
―
四
〇
二
頁
〕

前
掲
の
よ
う
に
、
子
と
神
器
と
の
交
換
の
記
述
に
お
い
て
は
、
平
家
の
立

場
を
見
守
る
役
割
に
対
す
る
二
位
殿
の
動
揺
が
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
家

の
滅
亡
に
際
し
て
は
、
二
位
殿
は
知
盛
か
ら
平
家
の
敗
戦
を
聞
い
た
後
、
迷

わ
ず
に
、
安
徳
帝
を
抱
き
、
安
徳
帝
の
正
統
性
の
証
明
た
る
神
璽
と
宝
剣
と

と
も
に
入
水
を
し
た
。
そ
の
よ
う
な
凛
々
し
い
二
位
殿
の
姿
を
見
る
と
、
物

語
は
平
家
の
立
場
を
支
え
て
い
る
安
徳
帝
と
神
器
を
最
期
ま
で
見
守
る
役
割

を
、
後
家
た
る
二
位
殿
に
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
平
家
の
立

場
に
対
す
る
二
位
殿
の
役
割
に
度
合
い
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
滅
亡
に
あ

た

っ
て
は
平
家

一
門
を
見
守
る
と
い
う
役
割
は
顕
著
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

入
水
の
直
前
、
二
位
殿
の
態
度
で
注
目
す
べ
き
は
、
安
徳
帝
の
死
の
理
由

と
し
て
、
自
ら

一
門
の
悪
行
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
安
徳
帝
の
死

の
原
因
は
、
傍
線
部

「
平
家

一
門
が
多
く
の
人
、
朝
廷
を
侮
り
、
自
分
の
思

う
よ
う
に
高
い
位
に
昇
り
進
み
、
嬌
り
高
ぶ

っ
た
か
ら
だ
」
と
明
確
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
家
の
悪
行
の
応
報
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
波
線
部
の
よ
う
に
、
現
世
で
は
平
家
が
神
罰
を
与
え
ら
れ
た
が
、
後

世
は
仏
の
慈
悲
に
よ

っ
て
救
済
さ
れ
る
よ
う
に
と
い
う
仏
の
救
済
に
帰
依
す

る
態
度
が
示
唆
さ
れ
る
。

覚

一
本
に
お
い
て
も
、
二
位
殿
の

「応
報
観
」
は
見
て
取
れ
る
。

君
は
い
ま
だ
し
ろ
し
め
さ
れ
さ
ぶ
ら
は
ず
や
。
先
世
の
十
善
戒
行
の
御

力
に
よ

ッ
て
、
い
ま
万
乗
の
主
と
生
れ
さ
せ
給

へ
ど
も
、
悪
縁
に
ひ
か

れ
て
、
御
運
す
で
に
つ
き
さ
せ
給
ひ
ぬ
。

〔巻
第
十

一
「
先
帝
身
投
」
三
八
二
頁
〕

右
の
よ
う
に
、
前
世
の
十
善
戒
を
守
り
行

っ
た
力
に
よ

っ
て
、
こ
の
世
で



天
子
に
な

っ
た
が
、
悪
縁
に
引
か
れ
た
か
ら
、
運
命
が
尽
き
る
と
い
う
因
果

応
報
の
原
理
を
、
二
位
殿
は
安
徳
帝
に
説
き
聞
か
せ
て
い
る
。
覚

一
本

の

「
悪
縁
に
ひ
か
れ
て
」
と
い
う
箇
所
か
ら
、
二
位
殿
の

「応
報
観
」
は
示
唆

さ
れ
る
が
、
延
慶
本
の
よ
う
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

平
家

一
門
を
見
守
る
二
位
殿
の
役
割
を
通
し
て
、
悪
行

へ
の
応
報
と
い
う
認

識
を
重
視
し
て
い
る
延
慶
本
の
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
平
家
の
滅
亡
に
際
し
て
、
二
位
殿
は
躊
躇
せ
ず
、　
一
門

の
悪
行
を
滅
亡
の
原
因
と
し
て
い
る
。
で
は
、
滅
亡
後
、
平
家

一
門
の
罪
に

よ
る
苦
悩
は
、
ど
の
よ
う
に
克
服
さ
れ
る
の
か
を
次
節
で
考
察
す
る
。

四
　
苦
悩
の
克
服

平
家

一
門
の
鎮
魂
救
済
を
果
た
す
役
割
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
『
平
家
物

語
』
の
何
れ
の
諸
本
に
お
い
て
も
、
建
礼
門
院
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、

平
家

一
門
の
鎮
魂
救
済
に
対
す
る
二
位
殿
の
役
割
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ

て
い
る
の
か
。
本
節
で
は
、
二
位
殿
の
遺
言
と
言
動
か
ら
、
平
家
の
鎮
魂
救

済
と
の
関
連
性
を
考
察
す
る
。

四

。
一
　

一
一位
殿
の
遺
言

平
家
の
滅
亡
後
、
生
き
残

っ
た
建
礼
門
院
は
出
家
し
、
寂
光
院
で

一
心
に

修
行
に
励
ん
で
い
た
。
翌
年
、
後
白
河
法
皇
は
忍
ん
で
、
そ
の
寂
光
院
を
訪

れ
た
。
法
皇
と
対
面
し
た
建
礼
門
院
は
自
ら
の
人
生
を
、
六
道
に
喩
え
て

語

っ
た
。
延
慶
本
に
お
い
て
は
、
六
道
語
り
に
続
き
、
他
の
諸
本
に
見
ら
れ

な
い
安
徳
帝
追
憶
の
語
り
が
あ
り
、
そ
の
中
に
二
位
殿
の
遺
言
が
登
場
す
る
。

安
徳
帝
追
憶
の
語
り
で
は
、
建
礼
門
院
は
母
二
位
殿
と
、
子
安
徳
帝
と
の
離

別
に
よ
る
悲
歎
や
、
親
子
の
恩
愛
を
語
り
、
安
徳
帝
の
入
水
を
回
想
し
た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
実
際
の
入
水
の
場
面
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
、
建
礼
門
院
が
こ
の
回
想
の
場
面
で
語

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（建
礼
門
院
）

一
日
片
時
モ
世

ニ
ナ
ガ
ラ
フ
ベ
シ
ト
モ
不
覚

・侍
シ
カ
バ
、

『共

二
底
ノ
ミ
ク
ゾ
ト
成
ム
』
卜
取
付
奉
シ
ヲ
、
二
位
殿
、
『
人
ノ
罪
ヲ

バ
、
親
ノ
留
り
子
ノ
残
リ
テ
訪

ワ
ヌ
カ
ギ
リ
ハ
、
苦
患
遁
レ
ザ
ム
ナ
ル

物
ヲ
。
サ
レ
バ
我
身

コ
ソ
今

ハ
空
ク
成
ル
ト
モ
、
残
留
テ
、
ナ
ド
カ
先

帝
ノ
御
菩
提
ヲ
モ
、
我
等
ガ
苦
患

ヲ
モ
訪
給

ハ
ザ
ル
ベ
キ
』
ト
テ
、
引

放
テ
出
給
シ
カ
バ

〔第
六
末
　
「法
皇
小
原

へ
御
幸
成
ル
事
」
五
二
八
―
五
二
九
頁
〕

右
の
よ
う
に
、
建
礼
門
院
は
自
分
も
母
と
子
と
と
も
に
入
水
し
よ
う
と
し

た
が
、
二
位
殿
の
遺
言
に
よ

っ
て
説
得
さ
れ
た
こ
と
を
告
白
し
た
。
二
位
殿

は
、
傍
線
部

「人
の
罪
と
は
、
親
が
留
ま

っ
て
弔
う
、
あ
る
い
は
子
が
残

っ

て
弔
う
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
苦
悩
を
免
れ
え
な
い
。
」
と
あ

る
よ
う
に
、
親
子
の
関
係
を
持

つ
者
に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
後
世
救
済
を
説
い

た
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
波
線
部

「残
留
テ
、
ナ
ド
カ
先
帝
ノ
御
菩
提
ヲ

モ
」
に
続
く
、
「我
等
ガ
苦
患
」
が
二
位
殿
自
身
と
平
家
の
人
た
ち
の
両
方

を
指
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
平
家
の
人
た
ち
の
救
済
に
関
す
る

二
位
殿
の
願
望
は
、
こ
の
箇
所
以
外

に
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

「
天
子
聖
霊
、
成
等
正
覚
、　
一
門
尊
霊
、
出
離
生
死
悲
願
」
と
建
礼
門
院
が

念
仏
し
た
箇
所
を
見
れ
ば
、
物
語
は
二
位
殿
の
遺
言
を
そ
の
悲
願
と
通
じ
合

わ
せ
る
た
め
に
、
「我
等
ガ
苦
患
」
い
わ
ゆ
る
二
位
殿
と
平
家
の
人
た
ち
の



救
済
を
語
る
と
推
定
で
き
る
。

延
慶
本
と
の
影
響
関
係
が
あ
る

『
閑
居
友
』
に
お
い
て
も
二
位
殿
の
遺
言

が
登
場
し
、
そ
の
中
に
延
慶
本
と
同
様
に
親
子
の
恩
愛
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
『
閑
居
友
』
に
お
け
る
二
位
殿
の
遺
言
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

我
も
入
な
ん
と
し
侍
し
か
ば
、
「
女
人
を
ば
昔
よ
り
殺
す
事
な
し
。
構

え
て
残
り
留
ま
り
て
、
い
か
な
る
さ
ま
に
て
も
後
の
世
を
弔
ひ
給
べ
し
。

我
後
世
を
も
弔
は
ん
」
と
あ
り
し
に

〔第
八
話

「建
礼
門
院
女
院
御
庵
に
、
忍
び
の
御
幸
の
事
」
四
四
〇
頁
〕

傍
線
部
の
よ
う
に
、
親
子
の
関
係
を
持

つ
者
が
す
る
後
世
救
済
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
波
線
部
、
「誰
か
は
今
上

の
後
世
を
も
、
我
後

世
を
も
弔
は
ん
」
に
は
、
平
家

一
門
で
は
な
く
、
安
徳
帝
と
二
位
殿
自
ら
の

救
済
の
み
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
親
子
関
係
の
間
の
救
済
を
重
視

す
る

『
閑
居
友
』
を
、
延
慶
本
の
二
位
殿
の
遺
言
と
比
較
し
て
み
る
と
、
親

子
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
母
の
恩
愛
を
子
の
後
世
救
済
の
き

っ
か
け
と
し
て
、

一
門
の
救
済

へ
と
結
び

つ
け
る
延
慶
本
の
態
度
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
延
慶
本
の
態
度
は
、
他
の
諸
本
の
中
に
も
見
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

延
慶
本
以
外
に
、
二
位
殿
の
遺
言
が
記
さ
れ
る
の
は
、
覚

一
本
の
み
で
あ

る
。
覚

一
本
に
お
け
る
二
位
殿
の
遺
言
は
延
慶
本
と
異
な
り
、
六
道
語
り
の

中
に
見
ら
れ
る
。
建
礼
門
院
は
二
位
殿
が
入
水
し
た
出
来
事
を
回
想
し
、
平

家
の
人
々
の
泣
き
叫
ん
だ
声
を
、
叫
喚
地
獄
の
炎
の
底
で
苦
し
む
罪
人
に
喩

え
た
。
建
礼
門
院
に
残
し
た
二
位
殿
の
遺
言
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

さ
て
も
門
司
、
赤
間
の
関
に
て
、
い
く
さ
は
け
ふ
を
限
と
見
え
し
か
ば
、

二
位
の
尼
申
し
お
く
事
さ
ぶ
ら
ひ
き
。
『
男
の
い
き
の
こ
ら
む
事
は
、

千
万
が

一
つ
も
あ
り
が
た
し
。
設
ひ
又
遠
き
ゆ
か
り
は
、
お
の
づ
か
ら

い
き
残
り
た
り
と
い
ふ
と
も
、
我
等
が
後
世
を
と
ぶ
ら
は
ん
事
も
あ
り

ヽ

ま

が
ら

へ
て
、
主
上
の
後
世
を
も
と
ぶ
ら
ひ
参
ら
せ
、
我
等
が
後
生
を
も

た
す
け
給

へ
』

〔潅
頂
巻

「六
道
之
沙
汰
」
五
二

一
頁
〕

二
位
殿
は
、
傍
線
部

「
男
が
生
き
残
る
い
う
こ
と
は
、
千
、
万
に

一
つ
も

難
し
い
。
又
遠

い
親
類
は
た
と
え
た
ま
た
ま
生
き
残

っ
た
と
い

っ
て
も
、

我
々
の
後
世
の
冥
福
を
弔
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
。
昔
か
ら

女
は
殺
さ
な
い
の
が
常
だ
か
ら
」
と
あ
る
よ
う
に
、
女
性
を
殺
さ
な
い
と
い

う
戦
の
習
い
と
、
血
縁
関
係
の
こ
と
を
述
べ
た
。
又
、
延
慶
本
と
同
様
に
、

波
線
部
、
安
徳
帝
の
後
世
を
弔
い
、
「我
等
が
後
生
」
を
救
済
す
る
よ
う
に

と
遺
言
を
し
た
。
後
世
救
済
と
い
う
二
位
殿
の
願
望
は
こ
の
記
述
に
続
く
、

畜
生
道
に
な
ぞ
ら
え
る
場
面
に
も
見
ら
れ
る
。
平
家

一
門
の
人
々
が
龍
宮
城

に
い
る
夢
を
、
建
礼
門
院
が
語

っ
た
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

播
磨
国
明
石
浦
に
つ
い
て
、
ち

ッ
と
う
ち
ま
ど
ろ
み
て
さ
ぶ
ら
ひ
し
夢

に
、
昔

の
内
裏
に
は
は
る
か
に
ま
さ
り
た
る
所
に
、
先
帝
を
は
じ
め

奉

ッ
て
、　
一
門
の
公
卿
殿
上
人
、
み
な
ゆ
ゆ
し
げ
な
る
礼
儀
に
て
侍
ひ

し
を
、
都
を
出
で
て
後
、
か
か
る
所
は
い
ま
だ
見
ざ
り

つ
る
に
、
冒
疋

は
い
づ
く
ぞ
』
と
問
ひ
侍
ひ
し
か
ば
、
弐
位
の
尼
と
覚
え
て
、
翌
電
宮

城
』
と
答

へ
侍
ひ
し
時
、
『
め
で
た
か
り
け
る
所
か
な
。
是
に
は
苦
は



な
き
か
』
と
問
ひ
さ
ぶ
ら
ひ
し
か
ば
、
『
竜
畜
経
の
な
か
に
見
え
て
侍

ふ
。
よ
く
／
ヽ
後
世
を
と
ぶ
ら
ひ
給

へ
』
と
、
申
す
と
覚
え
て
夢
さ
め

ぬ
。
其
後
は
い
よ
い
よ
経
を
よ
み
念
仏
し
て
、
彼
御
菩
提
を
と
ぶ
ら
ひ

奉
る
。

〔潅
頂
巻

「六
道
之
沙
汰
」
五
二
三
頁
〕

右
の
よ
う
に
、
安
徳
帝
と

一
門
の
公
卿
が
現
れ
た
背
景
に
、
二
位
殿
が
波

線
部

「
よ
く
／
ヽ
後
世
を
と
ぶ
ら
ひ
給

へ
」
と
建
礼
門
院
に
命
じ
た
箇
所
か

ら
、
平
家

一
門
を
救
済
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
二
位
殿
の
願
望
が
捉
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
よ

っ
て
、
「
我
等
が
後
生
を
も
た
す
け
給

へ
」
と
い
う
二
位

殿
の
遺
言
は
、
平
家

一
門
の
救
済
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。

要
す
る
に
、
両
本
に
お
け
る
二
位
殿
の
遺
言
か
ら
、
平
家

一
門
の
救
済
に

対
す
る
二
位
殿
の
役
割
が
見
て
取
れ
る
。
た
だ
し
、
建
礼
門
院
を
生
き
長
ら

え
さ
せ
る
理
由
に
は
相
違
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
延
慶
本
は
、
上
述
の
よ

う
に
、
親
子
関
係
を
持

つ
者
が
弔
わ
な
け
れ
ば
救
済
は
で
き
な
い
と
言
い
、

親
子
の
恩
愛
を
後
世
救
済

へ
と
導
く
も
の
と
し
て
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
覚

一
本
は
、
血
縁
関
係
に
触
れ
る
も
の
の
、
延
慶
本
の
よ
う
に
、
親

子
間
に
は
特
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
本
に
お
け
る
二

位
殿
の
遺
言
は
、
親
子
の
恩
愛
の
有
無
と
い
う
点
で
異
な
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
そ
の
上
に
、
親
子
の
恩
愛
を
平
家

一
門
の
救
済

へ
と
押
し
広
げ
て
い
る

こ
と
が
、
延
慶
本
に
お
け
る
二
位
殿
の
遺
言
の
特
質
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
延
慶
本
で
は
、
二
位
殿
は
建
礼
門
院
に
親
子
の
間
の
救

済
を
説
き
、
安
徳
帝
と
二
位
殿
の
み
な
ら
ず
、
平
家

一
門
の
救
済
を
課
す
る

者
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
平
家
の
後
家
と
し
て
、　
一
門
を
後
世
救
済

へ
導
き

出
す
二
位
殿
の
役
割
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四

。
二
　
平
家
の
悪
行
の
応
報
に
対
す
る
意
識

平
家
の
救
済
に
関
す
る
二
位
殿
の
役
割
に
お
い
て
、
も
う

一
つ
重
要
な
問

題
点
は
、
平
家
の
悪
行
の
応
報
を
認
識
す
る
態
度
で
あ
る
。
二
位
殿
の

「応

報
観
」
を
考
察
す
る
前
に
、
ま
ず
法
皇
と
対
面
す
る
場
面
に
お
け
る
建
礼
門

院
の
恨
み
の
存
在
を
確
認
し
て
お
く
。

『
源
平
盛
衰
記
』
を
は
じ
め
読
み
本
系
に
は
、
法
皇
が
都
落
ち
の
際
に
西

国

へ
同
行
せ
ず
平
家
を
見
捨
て
る
事
や
、
ま
た
大
宰
府
落
ち
の
際
に
尾
方
維

義
に
平
家
の
攻
撃
を
命
令
し
た
恨
み
を
、
建
礼
門
院
が
告
白
し
た
と
い
う
恨

み
言
の
語
り
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
延
慶
本
は
他
の
読
み
本
系
と
異
な

り
、
法
皇

へ
の
恨
み
を
語

っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
延
慶
本
に
も
本
来
恨
み

言
の
語
り
が
あ

っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
仮
説
は
、
佐
伯
真

一
氏
の
論
考
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
佐
伯
氏
が
挙
げ
た

一
つ
目
の
理
由
は
、
六
道
語
り
の
中
で
何

道
の
記
述
と
も

つ
か
な
い
大
宰
府
落
ち
の
記
述
に
、
法
皇
の
命
令
に
よ
る
維

義
の
攻
撃
と
、
そ
の
苦
難
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
理

由
は
、
建
礼
門
院
の
往
生
の
際
に
、
天
「
生
ノ
御
恨

ハ
一
旦
ノ
事
也
。
」
と
い

う
文
脈
か
ら
の

「御
恨
」
が
存
在
し
、
恨
み
言
の
語
り
が
あ
る
他
の
読
み
本

系
と
呼
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
佐
伯
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
延
慶
本
に

お
け
る
勝
利
者

へ
の
恨
み
は
、
他
の
読
み
本
系
の
よ
う
に
注
目
さ
れ
て
い
な

い
が
、
建
礼
門
院
の
回
想
の
記
述
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ

ろ
う
。　
一
方
、
覚

一
本
な
ど
の
語
り
本
系
は
、
餓
鬼
道
に
喩
え
ら
れ
る
維
義

の
攻
撃
に
は
、
法
皇
の
命
令
の
こ
と
を
記
し
て
い
な
い
。
覚

一
本
で
は
、
恨



み
で
は
な
く
、
建
礼
門
院
の
過
去
の
人
生
と
そ
の
苦
悩
の
語
り
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
建
礼
門
院
は
平
家
滅
亡
を
回
想
す
る
際
に
し
て
、
勝
利
者
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
反
応
を
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。
延
慶
本
に
お
け
る
、
建
礼

門
院
が
語

っ
た
入
水
の
直
前
の
出
来
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
イ
ゾ
ク

ヘ
行

ベ
キ
ゾ
』
卜
先
帝
被
仰

シ
カ
バ
、
『
浄
土

へ
具

シ
進
ベ

シ
』
ト
テ
、
先
伊
勢
大
神
宮

ノ
方

ヲ
伏
拝
奉

り
給

テ
、
西

二
向

テ
、

『
流
転
三
界
中
、
恩
愛
不
能
断
、
奇
恩
入
無
為
、
真
実
報
恩
者
、
南
無

西
方
極
楽
教
主
阿
弥
随
仏
』
卜
、
十
念
高
声

二
唱
給
テ
、
『
設
我
得
仏
、

十
方
衆
生
、
至
心
信
楽
、
欲
生
我
国
、
乃
至
十
念
、
若
不
生
者
、
不
取

正
覚
、
光
明
遍
照
十
方
世
界
、
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
ノ
御
誓
タ
ガ

ヘ
給

ワ
ズ
、
必
ズ
引
摂
ヲ
垂
給

へ
』
卜
唱
モ
ア
ヘ
給

ハ
ズ
、
海

二
飛
入
り
給

シ
音
計
ゾ
カ
ク
カ
ニ
船
底

二
聞

ヘ
シ
カ
ド
モ
、
消

ハ
テ
絶
入

ニ
シ
心
ノ

内
ナ
レ
バ
、
夢

二
夢
ミ
ル
心
地
シ
テ
、
貞

ニ
モ
覚

へ
不
侍

一キ
。
世
々

生
々
ニ
モ
其
面
影
争
力
忘

レ
侍
ベ
キ
。
誠

二
振
旦
高
一麗
ニ
ハ
賢
ヲ
エ
ラ

ビ
智

ヲ
尊
ビ
テ
、
其
氏
ナ
ラ
ネ
ド
モ
天
子
ノ
位
ヲ
践
ト
カ
ヤ
。
我
朝

ニ

ハ
御
裳
濯
川
ノ
御
流
之
外

ハ
、
此
国
ヲ
治
メ
給

ワ
ズ
。
然

二
先
帝

ハ
神

武
八
十
代
之
正
流
ヲ
受
テ
、
十
善
万
機
ノ
位
ヲ
践
給
ナ
ガ
ラ
、
齢
未
幼

少

ニ
マ
シ
／
ヽ

シ
カ
バ
、
天
下
ヲ
自
治
ル
事
モ
ナ
シ
。
何
ノ
罪

二
依
テ

カ
、
忽

二
百
皇
鎮
護
ノ
御
誓

二
漏
レ
給
ヌ
ル
ニ
ヤ
。
是
即
我
等
ガ

一
門
、

只
官
位
俸
禄
身

二
余
り
、
国
家

ヲ
煩

ス
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
天
子
ヲ
蔑
如

シ
奉
り
、
神
明
仏
陥

ヲ
滅
シ
、
悪
業
所
感
之
故
也
。

〔第
六
末
　
「
法
皇
小
原

へ
御
幸
成
ル
事
」
五
二
九
頁
〕

傍
線
部
の
よ
う
に
、
実
際
の
入
水
の
場
面
に
記
さ
れ
て
い
な
い
、
阿
弥
陀

の
救
済
に
関
す
る
経
典
の
言
葉
が
、
二
位
殿
の
発
言
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
続
き
、
建
礼
門
院
は
安
徳
帝
が
正
当
な
帝
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、

何
の
罪
も
犯
し
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
神
々
の
誓
い
に
漏
れ
、
悲
惨
な
運
命

に
到

っ
た
の
か
と
問
い
か
け
た
。
そ
の
問
い
に
対
し
て
、
波
線
部
の
よ
う
に
、

そ
の
原
因
は

「
我
等

一
門
が
高
い
位
に
昇
り
、
多
く
の
禄
を
受
け
て
国
家
を

煩
わ
せ
た
の
み
な
ら
ず
、
天
子
を
侮
り
軽
ん
じ
、
神
仏
を
滅
ぼ
し
た
悪
行
の

報
い
か
ら
だ
」
と
、
彼
女
自
身
で
答
え
た
。
こ
こ
に
、
自
ら
平
家

一
門
の
罪

を
認
め
、
そ
れ
を
法
皇
に
懺
悔
す
る
建
礼
門
院
の
態
度
が
表
さ
れ
て
い
る
。

小
林
美
和
氏
と
佐
伯
真

一
氏
は
、
平
家
の
滅
亡
後
、
勝
利
者
の
代
表
た
る
法

皇
に
懺
悔
す
る
建
礼
門
院
の
行
動
を
、
勝
利
者

へ
の
恨
み
の
解
消
と
読
み
取

り
、
恨
み
の
解
消
か
ら
、
往
生

・
鎮
魂

へ
展
開
す
る
物
語
の
構
造
を
指
摘
し

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
前
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
延
慶
本
は
平
家
を
見
守

っ
て

い
た
後
家
た
る
二
位
殿
の
発
言
に
よ

っ
て

「応
報
観
」
を
表
明
し
て
い
る
。

又
、
建
礼
門
院
が
法
皇
と
対
面
す
る
場
面
に
お
い
て
、
正
当
な
帝
た
る
子
安

徳
帝
の
死
に
よ
る
悲
哀
の
感
情
を
そ
の

「応
報
観
」
に
追
加
し
、
国
母
の
苦

悩
と
し
て
法
皇
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
二

つ
の
場
面
を
見
る
と
、
二
人
の
女

性
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
通
し
て
、
「応
報
観
」
を
重
視
し
て
い
る
延
慶
本

の
姿
勢
が
明
確
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
「応
報
観
」
の
内
容
に

つ
い
て
は
、

安
徳
帝
が
罪
を
犯
し
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
と
、
滅
亡
の
原
因
と

し
て
、
矯
り
高
ぶ
り
、
天
子
な
ど
を
侮

っ
た
平
家
の
悪
行
を
認
識
す
る
こ
と

で
、
彼
女
た
ち

の

「応
報
観
」
が

一
致
し
て
い
る
。
仮
に
、
建
礼
門
院

の



「応
報
観
」
を
論
じ
た
小
林
氏
と
佐
伯
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
敗
北
者
が
自

ら
の
悪
行
を
認
識
す
る
こ
と
を
、
恨
み
を
解
消
す
る
要
素
と
す
る
の
な
ら
ば
、

二
位
殿
の

「
応
報
観
」
に
も
、
恨
み
の
解
消

へ
と
展
開
す
る
仕
掛
け
が
施
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
こ
の
回
想

の
記
述

で

「
応
報

観
」
が
建
礼
門
院
自
身
の
認
識
と
し
て
直
接
語
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
位

殿
に
よ

っ
て

一
門
の
救
済
が
建
礼
門
院
に
託
さ
れ
、
又
、
「応
報
観
」
が
二

位
殿
で
は
な
く
、
建
礼
門
院
の
認
識
と
し
て
設
定
さ
れ
る

一
連
の
流
れ
を
見

れ
ば
、
物
語
は

一
門
の
救
済
の
役
割
を
二
位
殿
か
ら
建
礼
門
院

へ
移
行
し
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
設
定
に
よ
り
、
滅
亡
の
際
に
重
視
さ
れ

る
平
家

一
門
を
見
守
る
と
い
う
二
位
殿
の
役
割
は
弱
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
覚

一
本
に
お
け
る
入
水
の
回
想
の
記
述
に
も
、
「応
報
観
」
が
見

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
建
礼
門
院
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
入
水
の
場

面
と
同
様
に
二
位
殿
の
発
言
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
建
礼
門
院
が
語

っ
た

二
位
殿
の
発
言
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
尼
ぜ
、
わ
れ
を
ば
い
づ
ち

へ
具
し
て
ゆ
か
む
と
す
る
ぞ
』
と
仰
せ
さ

ぶ
ら
ひ
し
か
ば
、
い
と
け
な
き
君
に
む
か
ひ
奉
り
、
一涙
を
お
さ

へ
て
申

し
さ
ぶ
ら
ひ
し
は
、
『
君
は
い
ま
だ
し
ろ
し
め
さ
れ
さ
ぶ
ら
は
ず
や
。

先
世
の
十
善
戒
行
の
御
力
に
よ

ッ
て
、
今
万
乗
の
主
と
は
生
れ
さ
せ
給

へ
ど
も
、
悪
縁
に
ひ
か
れ
て
、
御
運
既
に
つ
き
給
ひ
ぬ
。

〔潅
頂
巻

「六
道
之
沙
汰
」
五
二
二
頁
〕

こ
こ
で
の
二
位
殿
の
発
言
は
、
実
際
の
入
水
の
場
面
の
も
の
と
同
じ

（前

掲
）
で
、
そ
の

「応
報
観
」
は
波
線
部

「悪
縁
に
ひ
か
れ
て
」
と
い
う
言
葉

に
認
め
ら
れ
よ
う
。　
一
方
、
建
礼
門
院
自
身
の

「応
報
観
」
は
、
延
慶
本
の

よ
う
に
法
皇
と
対
面
を
す
る
場
面
で
は
な
く
、
彼
女
の
往
生
前
の
場
面
に
見

ら
れ
る
。

是
は
た
だ
、
入
道
相
国
、　
一
天
四
海
を
掌
に
に
ぎ

ッ
て
、
上
は

一
人
を

も
お
そ
れ
ず
、
下
は
万
民
を
も
顧
み
ず
、
死
罪
流
刑
、
思
ふ
様
に
行
ひ
、

世
を
も
人
を
も
憚
ら
れ
ざ
り
し
が
い
た
す
所
な
り
。
父
祖
の
罪
業
は
、

子
孫
に
む
く
ふ
と
い
ふ
事
、
疑
な
し
と
ぞ
見
え
た
り
け
る
。

〔潅
頂
巻
　
「女
院
死
去
」
五
二
六
頁
〕

法
皇
が
帰

っ
た
後
、
建
礼
門
院
は
生
き
残

っ
た
平
家
の
人
々
の
苦
し
い
生

活
を
語

っ
た
。
話

の
終
わ
り
に
、
平
家

の
不
幸
の
根
源
は
父
清
盛

の

「
罪

業
」
で
あ
る
と
特
定
し
、
清
盛
の
傲
慢
な
態
度
を
詳
細
に
説
い
た
。
こ
こ
に

は
、
執
着
の
解
消
か
ら
往
生

へ
と
い
う
物
語
の
展
開
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
覚

一
本
で
は
、
そ
も
そ
も
建
礼
門
院
の
恨
み

が
語
ら
れ
て
い
な
い
し
、
又
、
執
着
の
解
消
は
往
生
の
直
前
に
語
ら
れ
る
建

礼
門
院
の

「応
報
観
」
に
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
覚

一
本
に
お
け
る

二
位
殿
の

「応
報
観
」
は
、
延
慶
本
の
よ
う
に
恨
み
の
解
消

へ
展
開
す
る
仕

掛
け
と
は
考
え
難
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
単
な
る

一
連
の
滅
亡
の
出
来
事
と
し

て
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
覚

一
本
に
お
い
て
滅
亡
の
場
面

に
お
け
る

「
応
報
観
」
が
、
建
礼
門
院
の
回
想
の
中
で
二
位
殿
の
口
か
ら
語

ら
れ
て
い
る
ゆ
え
に
、
平
家
滅
亡
の
際
に
お
け
る
三
位
殿
の
役
割
は
弱
化
し

な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
延
慶
本
に
お
け
る
三
位
殿
の

「応
報
観
」
は
覚

一
本
に

は
見
ら
れ
な
い
、
恨
み
の
解
消
か
ら
後
世
救
済

へ
と
展
開
す
る
仕
掛
け
と
見
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倣
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
延
慶
本
は
滅
亡
の
場
面
に
お
け
る

「応
報
観
」
を
建

礼
門
院
の
認
識
と
し
、　
一
門
救
済
の
役
割
を
後
家
た
る
二
位
殿
か
ら
、
国
母

た
る
建
礼
門
院

へ
移
行
し
た
際
に
、
家
を
見
守

っ
て
い
た
後
家
と
し
て
の
二

位
殿
の
役
割
が
弱
め
ら
れ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
延
慶
本
に
お
け
る
三
位
殿
の
苦
悩
と
、
苦
悩
の
克
服
と

し
て
の
遺
言
及
び
、
平
家
の
悪
行
の
応
報
に
対
す
る
意
識
を
考
察
し
て
き
た
。

平
家
の
滅
亡
前
、
二
位
殿
は
、
夫
と
子

へ
の
深
い
恩
愛
に
よ

っ
て
悲
歎
に
暮

れ
る
と
同
時
に
、
平
家

一
門
を
見
守
る
と
い
う
役
割
と
し
て
家
の
没
落
に
直

面
す
る
と
い
う
、
両
方
の
立
場
を
通
し
て
苦
悩
の
様
相
が
描
き
出
さ
れ
て
い

る
。
滅
亡
後
、
二
位
殿
に
よ

っ
て

一
門
の
救
済
が
建
礼
門
院
に
託
さ
れ
、
又
、

「応
報
観
」
が
建
礼
門
院
自
身
の
認
識
と
し
て
語
ら
れ
る
設
定
に
な

っ
て
い

る
た
め
、
二
位
殿
は
表
立

っ
た
役
割
を
演
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
延
慶
本

は
、
母
と
し
て
の
建
礼
門
院
の
恩
愛
を
、
子
安
徳
帝
と
平
家

一
門
の
後
世
救

済

へ
と
結
び

つ
け
る
装
置
と
し
て
、
二
位
殿
の
遺
言
を
利
用
し
て
い
る
。
加

え
て
、
二
位
殿
の

「応
報
観
」
は
建
礼
門
院
の

「
応
報
観
」
と
共
通
じ
、
恨

み
の
解
消

へ
向
け
て
の
仕
掛
け
の

一
つ
と
見
倣
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
遺
言

及
び
、
「
応
報
観
」
の
存
在
に
よ

っ
て
、　
一
門
を
鎮
魂
救
済

へ
導
き
出
す
二

位
殿
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
延
慶
本
に
お
け
る
二
位
殿

は
、
建
礼
門
院
の
よ
う
に

一
門
の
救
済
を
果
た
す
者
で
は
な
い
が
、
恨
み
の

解
消

。
平
家

一
門
の
救
済
の
主
題
を
支
え
て
い
る
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

圧̈（１
）

『平
家
物
語
』
は
主
に
平
時
子
を

「
二
位
殿
」
と
称
し
て
い
る
が
、
六
道

之
沙
汰
の
記
述
で
は

「
二
位
の
尼
」
と
な
っ
て
い
る
。

（２
）

趙
文
珠

「平
家
物
語
に
お
け
る
二
位
尼
平
時
子
―
覚

一
本
と
延
慶
本
を
中

心
に
」
『梅
光
女
子
院
大
学
大
学
院
新
樹
』
十
三
　
（
一
九
九
八
年
十
月
）

（３
）

鷹
尾
純

「
二
位
尼
と
宗
盛
」
『解
釈
と
鑑
賞
』
四
七
‐
七
　
（
一
九
八
二
年

六
月
）

（４
）

長
門
本
で
は

「肥
後
守
貞
能
、
飛
騨
守
景
家
、
越
中
前
司
盛
俊
以
下
、
侍

ど
も
を
め
し
て
、
二
位
殿
、
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
演
説

を
行

っ
た
人
は
、
宗
盛
で
は
な
く
、
二
位
殿
と
な

っ
て
い
る
。
（長
門
本

巻
第
十
四

「朝
綱
重
能
有
重
被
レ免
事
し

（５
）

鈴
木
啓
子

「『平
家
物
語
』
と

〈家
〉
の
あ
り
方
―
建
礼
門
院
と
二
位
殿

を
め
ぐ
っ
て
」
（
文
学
』
三
‐
四
　
一
一〇
〇
二
年
七
月
）

（６
）

前
掲
注

（２
）

（７
）

佐
伯
真

一
『建
礼
門
院
と
い
う
悲
劇
』
（角
川
選
書
　
一
一〇
〇
九
年
）
は
、

建
礼
門
院
が
法
皇
と
対
面
す
る
場
面
に
お
け
る
建
礼
門
院
の
語
り
を
、
「六

道
語
り
」、
「恨
み
言
の
語
り
」、
「安
徳
帝
追
憶
の
語
り
」
と
い
う
三
つ
の
語

り
に
分
け
て
考
察
す
る
。

（８
）

『閑
居
友
』
巻
第
八
に
は

「建
礼
門
院
女
院
御
庵
に
、
忍
び
の
御
幸
の
事
」

が
あ
る
。
法
皇
が
建
礼
門
院
を
訪
ね
、
建
礼
門
院
が
平
家
の
滅
亡
の
出
来
事

を
回
想
し
て
語
る
と
い
う
設
定
は

『平
家
物
語
』
の
大
原
御
幸
に
通
じ
て
い

る
が
、
六
道
語
り
は
存
在
し
て
い
な
い
。
『閑
居
友
』
の
こ
の
記
事
と
、
『平

家
物
語
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『閑
居
友
』
が

『平
家
物
語
』
の
典
拠
で

あ
る
か
、
そ
れ
と
も
両
本
は
直
接
的
な
関
係
で
は
な
く
、
同
じ

一
つ
の
材
料

を
持
っ
て
い
る
等
の
問
題
点
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
麻
原
美
子

「『閑
居
友
』

と

『平
家
物
語
』
―
典
拠
説
を
め
ぐ
っ
て
」
「
日
本
女
子
大
学
紀
要

（文
学

部
と
　
一
九
号
、　
一
九
七
〇
年
二
月
）、
水
原

一
「建
礼
門
院
説
話
の
考
察
」

翁
延
慶
本
平
家
物
語
論
考
』
加
藤
中
道
館
　
一
九
七
九
年
）、
武
久
堅

「壇



ノ
浦
合
戦
後
の
女
院
物
語
の
生
成
―

『
閑
居
友
』
と
延
慶
本
平
家
物
語
の
関

係

。
再
検
討
」
「
平
家
物
語
発
生
考
』
お
う
ふ
う
　
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
９
）

延
慶
本
の
龍
宮
城
の
夢
の
記
述
に
は
、
二
位
殿
と
安
徳
帝
が
存
在
し
て
い

な
い
。
後
世
救
済
を
託
す
る
人
は
新
中
納
言
知
盛
と
な
っ
て
い
る
。

（
１０
）

前
掲
注

（
７
）

（
１１
）

生
形
貴
重

「
「先
帝
入
水
伝
承
」
の
可
能
性
―
延
慶
本

『
平
家
物
語
』
「先

帝
入
水
」
を
め
ぐ

っ
て
」
「
軍
記
と
語
り
物
』
二
四
　
一
九
八
八
年
三
月
）

は
、
二
位
殿
の
言
葉
と
し
て
記
さ
れ
た
経
典
の
言
葉
と
、
平
家

一
門
の
後
世

救
済
と
の
関
連
性
を
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「流
転
三
界
中
、
恩
愛
不
能
断
、
奇
恩
入
無
為
、
真
実
報
恩
者
、
南
無

西
方
極
楽
教
主
阿
弥
陀
仏
」
は

『
清
信
土
度
人
経
』
に
見
ら
れ
る
と
い

う
掲
で
あ
る
。
（中
略
）
こ
こ
で
母
親
の
建
礼
門
院
に
先
立

っ
て
入
水

す
る
安
徳
天
皇
の
霊
魂
を
弔
う
た
め
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
「設
我
得
仏
、
十
方
衆
生
、
至
心
信
楽
、
欲
生
我
国
、
乃
至
十
念
、

若
不
生
者
、
不
取
正
覚
」
は
周
知
の
通
り
、
『
大
無
量
寿
経
』
に
語
ら

れ
る
弥
陀
第
十
八
願
で
あ
り
、
入
水
す
る
安
徳
天
皇
を
極
楽

へ
往
生
さ

せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
の
引
用
は
、
ま
さ
に
物
語

を
貫
い
て
い
る
安
徳
帝

・
平
氏

一
門

へ
の
鎮
魂
の
想
い
の
延
長
線
上
に

据
え
ら
れ
る
べ
き
文
脈
で
あ
る
。

（
‐２
）

小
林
美
和

「『
平
家
物
語
』
の
建
礼
門
院
説
話
―
延
慶
本
出
家
説
話
考
」

「
平
家
物
語
生
成
論
』
三
弥
井
書
店
　
一
九
八
六
年
、
初
出

一
九
八
〇
年
）

と
、
佐
伯
真

一
前
掲
注

（７
）
著
書

使
用
テ
キ
ス
ト

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
４６
　
平
家
物
語
２
』
（小
学
館
　
一
九
九
四
年
）

『
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
下
』
（勉
誠
社
　
一
九
九
〇
年
）

『
平
家
物
語
長
門
本

・
延
慶
本
対
照
本
文
　
中
』
（勉
誠
出
版
　
一
一〇

一
一
年
）

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
４０
　
宝
物
集

・
閑
居
友

・
比
良
山
古
人
霊
託
』
（岩
波
書

店
　
一
九
九
二
年
）

※
引
用
に
際
し
、　
一
部
の
漢
字
を
該
当
す
る
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

（”
“
ｏ
５
，
８
８

バ
”
”
”
０
障
　
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


